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大阪外閣語大学論集第27号（2002年）

本学学生の身体的特性について

辻 忠、・松下唯夫・小松敏彦・岡田千あき

AStudy　on　Physical　Characteristics　of　Male　and　Female

College　Students　of　Osaka　University　of　Foreign　Studies

　　　　TSUJI　Tadashi，　MATSUSHITA　Tadao，

KOMATSU　Toshihiko　and　OKADA　Chiaki

　　As糠dy　has　been　conducted　to　compare　and　contrast　the　results　of　sports　tests　that　were

carried　out　to　87　male　170　female　s敏de鍛ts　i難1990　and　67　male　a鍛d　127　fe！nale　students　in　1999．

The　following　results　have　been　ob毛ai難ed：

　　1）With　regard　to　the　comparison　of　physique　a簸d　physical　functio簸between　1990　and　1999，

it　was　found　that　there　was　a　significant　difference　about　the　mean　values　of　steps－tests　by　male

and　female　students，　those　of　side　steps　by　male　and　female　studellts，　and　the鶏ean　values　of　the

毛otal　scores　（e．9．　the　five－point　scale　measure　of　each　item　of　measurements）　of　female　students，

This　cornparison　revealed　that　whi｝e　the　mean　values　of　side　steps　by　male　and　female　students

and　the　total　scores　of　fe瑚ale　stUdents　declined，　the　mea昆values　of　steps－tests　by　male　a簸d　female

students　improved．

　　2）According　to　the　overa1玉sccores　that　were　the鵜ean　values　of　the　total　scores，　it　was　shown

that　60　to　70　per　cent　of　male　and　female　studeRts　of　both　years　in　question　were　categorised　into

laging’．

　　3）　王twas　observed　thaセgrips　strength　was　the「weakestf　in　the　five－pount　scale　measure　for

both　male　and　female：the　wea1（est　represented　34．3　per　ce！it　of　male　students　and　42．6　per　cent　of

female　students　in　1999．

　　4）　As　regards　obesity　in　terms　of　body　fat（％Fat），it　was　found　that　many　male　and　female

students　belo簸g　to「1ean（e．g．　less　tha温15％in　male　stude無ts　a纂d　25％i益female）「represe簸ti簸g

74．6per　cent　of　male　students　a簸〔玉68．5　per　ce捻t　of　female．　On　the　other　hand，　while　about　12　per

cent　of　either　male　or　female　students　belong　to’obese㌧簸o　male　students　were　found　to　be翠masked

obesitゾb滋so　were　53．3　per　cent　of　ferr｝ale　students．

　　5）In　eva圭uatiRg　the　correlation　among　each　item　of　measurerr｝ents　to　all　objects，　it　was　found

that　there　were　many　statistically　significant　correlation　coeぜicients　to　male　a短d　female　students，

which　imPlies　that　each　item　of　measureme捻ts　was　i擁舳enced　each　other．　ln　particular，　it

135



本学学生の身体的特性について

observed　that　while　there　was　positive　significant　re玉ation　betwee難weight　on　the　one　hand　aR（玉

body　fat　and　grips　strength　on　the　o翫er　ha簸d　for　both　male　and　female　students，　there　was　a

益egative　s圭gnificant　re玉ation　betWeen　weight　a塗d　steps－tests．

　6）　In　comparing　and　contrasting　the　resu玉ts　of　physique　and　phys童ca玉funct圭on　to　the　same

oblects　betWeen　the　year　a無d　a　year　later，　there　was　no　considerable　cha簸ge　in　each　item　of

meas雛rements　to　male　a簸d　female　students．

　1983年，厚生省（厚生労働省）は第工次国民健康づくり対策（アクティブ80ヘルスプ

ラン）を策定G）。すなわち80歳になっても社会参加や生き生きとした生活ができ，かつ自

立した生活を目指し，栄養・運動・休養のバランスのとれた生活習慣を確立することによ

つて，疾病の予防・健康の増進（第一次予防）を推奨してはいるものの，大学生の身体的

特性はそれに糧応していない状況になっている。

　たとえば，スポーツテストを用いた文部科学省体力・運動能力報告書のデータを経年的

に分析した結果では，青少年の体力は1978（昭和53）年頃をピークに低下が継続する傾向

を認めている’3）。また身体機能の水準や健康意識に及ぼす要麗にさまざまなライフスタイ

ルがあげられ，男女間の相違など，実に多岐に及んでいる5｝　1‘）’9＞。

　大阪外国語大学の体力テストは実技授業の第1期・第2期の1翻譲に主に1・2年生を

対象にして，1981年から1995年までは岡一の体力テストと実技コース選択を兼ねて，教室

員と多くの非常勤の方の努力によって実施してきた。1993年の大学改革（昼問主1年生の

み必修）・1996年からは通年制による実技コース選択の採馬，1998年は噺体カテスト」

実施に対する文部科学省の調査指定校になり，その翌年には噺体力テスト」へ移行，コ

ンピュータの2000年不対応などともに，これまで実施したような一貫した取り組みが不再

能になった。

　今晦は，1990年と1999年に体力テストを実施した詞一のデータをもとに，昼間主の男女

学生の身体的特性について検討したので報告する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　方　　　法

　対象は昼問主の全1年生の中から男子は1990年87名・1999年67名計154名，女子は

それぞれ170名・127名計297名を抽出した。年齢は爾年とも男子では18－20歳，女子

では18－19歳であった。

　測定項陰は身長，体重，皮下脂肪厚（1999年に測定），体力テスト（踏み台昇降，握力，

反復横跳び，立位体前屈）を実施。体力テストは文部科学省のスポーツテストの実施要項91

をもとに，踏み台昇降を除いた項目は2回測定し，それぞれ優れた結果を代表値とした。

これらの測定結果と問診，主に一般豹な身体症状（腰痛・肩こり・頸の痛み・腱の痛み・

筋肉痛），運動申の呼吸器窟の自覚症状，喫煙，飲酒，日頃の活動量及びスポーツ活動の実

施状況（週当たりの頻度・1屡の実施時間）をマークカード方式によってコンピータ処理
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した。

　皮下脂肪厚は栄研式皮脂厚計を用いて，同一測定者が右上腕後面申央部と右肩脚骨直下

部を測定した。脂肪率は次の算式14），すなわち身体密度として，男子＝・　1．0913　一・0．00116X，

女子”1．0897－0．00133X，　X：皮下脂肪厚（上腕後面申央部＋肩騨骨直下部）及び脂肪

as　・＝（4．570／身体密度一4．142）xIOOによって求められるが，その結果をもとに肥満度

の区分を所定の基準によって行った。また身長・体重を用いて，Body　Mass　lndex（BMI：

体重／身長m2）を求めるとともに，その結果をもとに肥満度（やせ＜189，＞19．0平均的

＜24。9，肥満＞25．0）12）を判定した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　結果と考察

　表三及び表2は形態及び機能の平均値と標準偏差を年齢別（1999年の表示は省略），年度

別にまとめた。表1に男子の結果，表2に女子の結果をかかげている。

表1　男子学生の形態及び機能

790：18歳N13 ’90：19歳N53 ’90：20歳N21 ’90全体N87 ’99全体N67

身　　長　cm 170，7±＆0（4．6） 171ユ±57（3．3＞ 17L6士65（3．7） 17L2±62（3．6＞ 17L2±5．4（3．1＞

体　　重　kg 63．5士9．6（15．王） 62．7±6．0（9．6） 60．6士7ユ（11．7） 62．3謙6．9（1LO＞ 6Ll士8．5（139）

BMI　指数 2ユ．6±2．1（10．1） 21．3±1．9（9．2） 205±L8（88） 21．2±19（9．3） 20．8士2．9（14ユ）

踏台昇降　指数 55，6±68（12．3） 60．5±10（16．5＞ 58．3±12（2L6） 59．2士10（175） 63．9坦5（24，0）＊

平均握力　kg 44．6±7，3（16．4＞ 42．2±57（13．5＞ 439±5，8（13．3＞ 43．0士6．0（140） 432太6．0（13．9）

反復横跳　測数 46．0坐5．0（10．9） 45．9止5．1（IL2） 44．6坐4．4（9．9＞ 45．6±4．9（10．8） 43ユ±6．1（14．2）罧

立位蔚属　cm 14．0±57（4LO） 13．0童5．8（453） 12．5士5．3（429） 13．0象57（43．8＞ 12．4坐6．9（56，0）

合計判定点 ll，0±2．2（20．6） 108士1．9（玉7，9） 玉05±2．0（玉9．0） 108士2．0（185＞ 10．6太2．1（19．8＞

数字：平均催±標準偏差，（）：変動係数，’90年と’99年の比較：’p〈O．e5　”p＜0つ1

表2　女子学生の形態及び機能

190：18歳醗40 「90：19歳聾30 ’90全体M70 ’99全体Nl27

身　　長　cm 158．8±55（34＞ 158．7坐4．6（29） 158．8±5．3（3．3） 157．7坐5．3（3．3＞

体　　重　k墓 51．4±5．1（1α0＞ 51．6雲6．6（玉2．8） 5L4太5．4（105） 50．9坐6．3（玉2．4）

BMI　指数 20．3±玉．5（7．6） 20．鍛2．2（IL2） 20．3±ユ．7（8．3） 20．3士2．1（10．3）

踏台昇降　揺数 57．0士7．4（13．0） 58．6±7，1（12．1） 57．3±7．3（12．9＞ 622±12（202＞＊＊＊

平均握力　kg 25．1±48（19．5＞ 24．8出5．4（22，0） 25．1歳49（198） 24．3止4．3（18．0＞

反復横跳　図数 38．4止35（9．1） 379諏3，7（9．9＞ 38．3±35（9．2） 34，6士37（10．9＞＊＊＊

立働簾lcm 15．4±52（34．2） 15．4±5．6（367） 15．4止5．3（345） 14．2±6．8（479）

合計判定点 王α9±1．7（15．7） 玉0．8±2．0（19．0） 10．9士L8（17．2） 1α1坐2．2（22．6）桝

数字：平均値±標準偏差，（）：変動係数一90年と199年の比較：桝pくO．OOi

　1990年と1999年を比較すると，形態縢では体重に勇女とも着干軽量化の傾向が認めら

れたが，BMIに対しては男女ともほぼ岡じ値となっていた。体力面では男女の踏み台昇
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降，反復横跳び及び女子の合計判定点の平均値に有意な差が認められた。すなわち1999年

に低下したものは男女の反復横跳び，女子の合討判定点があげられ，踏み台昇降は男女と

も向上していた。

　このように体力テストの各瀾定Pt　Eの平均値において，1990年と1999年との問に男女

とも若干の相違が認められたものの，五段階で評価した合計判定点に及ぼす影響は比較的

軽微であったと考えられる。なお，変動係数は立位体前屈において爾年の男女とも大き

く，柔軟性に個人差の大きいことが観察された。特にこの傾向は1999年の男女に著しかっ

た。
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図1　五段階判定合計点の総合判定（左半分：男子・右半分：女子）

3

　大学生の場舎，1980年代のはじめs）あるいは男子では1990年代はじめをピークとして，

それ以降の体力は低下。女子では1988年以降にほとんどの瀾定項欝の体力の結果は低下

していると報皆している’a）。これに対して1986年から1992年度までの体育必修時の経年

的推移はほぼ一定の水準であった，という報告もあるが16｝，本学昼間主学生の体力灘の結

果，殊に五段階で評価した合計判定点の平均値は勇子では1990年及び1999年の爾年とも

ほぼ嗣じ値となり，女子では1999年に寧ろ向上していた。

　一方，全國の大学生の岡年齢の形態・体力の平均値9｝と比較すると，1990年の形態面で

は18歳と19歳及び男女とも有意な差は認められなかった。しかし，体力面では18歳と

19歳及び男女とも全国の平均値との闘に若干の栢違が認められた。すなわち男子の18歳

の踏み台昇降と19歳の平均握力，女子の18歳の踏み台昇降と平均握力，そして19歳の平

均握力と反復横跳びの平均値に有意な差が認められ，いずれの項廻とも本学学生の方が

劣っていた。なお，1999年の全国値は噺体力テスト」へ移行していたことから比較する

ことができなかった。

　次に，図1は五段階で評価した合計点の総合判定の結果，すなわち各測定項臣の五段階

評価値を加算平均し，「3。5－4．5米満：やや著い」，f3．0－3．5未満：年齢絹応」，「3．0来

満：老化」の頻度分窃について，図の左に男子，右に女子の結果をかかげている。

　総合判定の頻度分布には男女とも1990年と1999年との問に有意な差は認められなかっ

たが，爾年の男女に「老化」と判定される者が60％台を占め，「年齢相応」者は非常に少
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なく，20％台にとどまっている点が特記される。また「老化」の傾向は1999年に男女とも

若干増加の傾向を示し，今後の動向が注目される。

　表3は各瀾定項Bの五段階評価に対する「4・5：比較的にすぐれる・非常にすぐれる」

に判定された者の頻度である。

　各瀾定項際の五段階評価に「すぐれる」者が比較的に多い測定項Bは，1999年の女子の

踏み台昇降が40．9％と最も多く，次に岡じ年の男子の踏み台昇Pft　34．3％，1990年の男子の

反復横跳び，1990年及び1999年の男女の立位体鳶屈がそれぞれ20％台であった。

　また1990年と1999年とを比較すると，1999年の踏み台昇降において「すぐれる」者が

男女とも有意に多く，逆に女子の反復横跳びは著しく減少していた。

表3　五段階評価に対する「4・5jの判定

男　　　子 女　　　子

王990年　　1999年 1990年　　圭999年

踏台昇降 16（1＆3）　23（343）窄 42（24．7）　52（40．9）将

平均握力 6（45）　　3（4．5） 7（4．1）　5（39）

反復横跳 23（26．4）　10（14．9） 29（17。1）　2（α7）＊＊

立位前屈 23（264）　17（25．4） 49（2＆8）　34（26．8）

（）：金対象との比率，比率の比較：掌pくO．05，’“p＜O．01

　図2は各測定項欝の五段階評領に対する「1：非常に劣る」に判定された者の頻度であ

る。
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園2　蓋段階評価に対する「1」の判定（左半分：男子・右半分：女子）

　各ll｛掟項目の五段階評価に「劣る」者が比較的に多いのは，1990年及び1999年・男女

とも平均握力があげられる。特に1999年の男女に多く，この傾向は女子に著しく42．6％に

もなる。

　1990年と1999年との比較では男子の立位体前属，女予の立位体前屈，反復横跳びに有意

な頻慶差が認められ，男女のいずれの項Bとも1999年に増加していた。一調隻約に本学学生
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の体力水準を平均値でみた場合，問題は少ないように思えるが，詳細についてみてみると，

筋力の劣性が1990年及び1999年の男女とも顕著で，特に1999年の体力の脆弱化の傾向が

男女とも認められ，総じて見掛け倒しの現状であるといいうる。

　表4及び図3はBIN（［［及び脂肪率の肥満度区分の分布状態である。

表4　BMI及び脂肪率の肥満度区分の分布（男子）

一方の痩せ 両方の痩せ 平　均　的 爾方の肥満 一方の肥満

BMI 1（1．5） 27（40．3） 31（46．3） 7（1α4） 1（王．5）

脂肪率 23（34．3） 27（40．3） 9（13．4） 7（1α4） 1（Is）
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I

図3　BMI及び脂肪率の罷満度区分の分布（女子）

　翔巴満度区分の最頻値をみると，男子のBMIでは平均的46．3％，脂肪率では爾方の痩せ

40．3％で，この傾向は女子においても同様にBMIで平均的49．6％，脂肪率では両方の痩せ

44．9％であった。

　浦田らの身長と体重から算出された肥満度の妥当性について検討した結果によると，水

中体重秤量法によって測定された体脂肪率の朋満に対する感度は，桂法が67．1％最も高

く，BMI法では50．7％となり，特にBMI法の場合比較的に体脂肪率をよく反映しているも

のの，体脂肪率が20－30％の正常群であっても肥痩度の痩せに判定される，という22）。本

学学生の場含逆の現象が認められた。すなわちBMI法19．0－24．9の平均的であっても脂肪

率の痩せに判定される者が男女とも多く，男子では34．3％，女子では23．6％にもなってい

る。またBME法が平均的であっても脂肪率の肥満に判定される者（隠れ肥満）は男子では

皆無であったが，女子では肥満者15名申8名（53．3％）認められた。

　一方，今園と同様の肥満の判定基準を用いた大学生の報告Dによると，皮下脂肪厚法に
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よる脂肪率及びBM【法の肥満に判定された肥満は，男子では17．8％（隠れ毘満30．4％），

女子では20．5％（隠れ胆満66．2％）を占めていたが，この結果に比べると，本学学生の方

が男女とも著しく下國っていた。だが，女子の場合少数とはいえ肥満の約半数が隠れ肥満

であることに注琶される。何故ならば，肥満状態が継続して中高年にまで及んだ場合，肥

満の危険性は体力の低下・寿命の短縮・成人病等の合併症を惹起すること，具体的には肥

満の80％は糖尿病の誘発，肥満の50％は動脈硬化，肥満の30％は心臓一冠状動脈血行障害

の傾向や肥満に向かって罹患率が高くなるのは，糖尿病，虚血性心疾患，肝・胆嚢疾患等

に関連するという報告がある‘）　11）］7｝。これに対して痩せに罹患率が高くなるのは，胃潰瘍，

肺炎，気管支炎，悪性腫瘍等と深く関連し，痩せから肥満にかけて疾病の罹患や死亡率は

U字型曲線を示している，という。殊にBMI法において各種の疾患の罹患や合併症の最小

値は22．2，最低死亡率の最小値は22．8に相惑していることから，理想体重（kg）を身長

（m）2×22として算磁することを提言している’2｝。さらに21世紀に国民の健康づくり対策

（健康β本21）によると，理想体重を保持し，コントロールする者の割合を90％以上（平

成10年の錫歳以上の男子62，6％，女子80．％）にすることを向こう1G年聞の達成目標に

している％

　これらのことを考えると，本学学生の体重コントロールは男女とも適正とはいえず，理

想体重を思標にした運動・栄養・休養等のバランスのとれた健康駒なライフスタイルを確

立することが急務となっている。

　表5は199◎年と1999年の全対象（男子計154名，女子計297名）の各測定項目等の相

互間（9×9項目）の穏関行列で，男子の結果は表の右上方に，女子の結果は表の左下方

にかがげている。

表5　形態・機能等の相互関係ぐ90＋ig9）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

①身　　長 ．37＊
一

．21＊ ∴25＊ ．G圭 ．29＊ 涯2 一 。06 ．12

②体　　重 ．57＊ ．88零 ．73＊
一 ユ7串 ，47＊ ．09 ．08 ．14

③B　M　I ．02 ．81＊ ．83＊
一

．18＊ ．32＊ つ3 ．12 つ8

④脂肪率 一
．01 ．63＊ ．75＊

一 21 ，15
一

．08
一

．01
一

．11

⑤踏み台罫降 一 の4 一
．17＊

一
．18＊

一 」5 一
．15 ．18＊

一
．13 ．40串

⑥平均握力 ．39＊ ．42＊ ．26＊ ．13 ．03 ．20＊ ．19＊ 48＊

⑦反復横跳び ．13＊ ．07 ．01 ．G9 ∴07 ．23＊ ．11 ．63＊

⑧立位体前屈 一
．02 ．Ol ．02 ．0玉 併 ．13＊ ．圭6＊ ．54＊

⑨合計判定点 ．12＊ ρ9 ．02 ．03 ．46＊ ．53塞 ．52＊ ．61＊

右上方：男予，左下方：女子，＊：pくO．05，脂肪率：「99の対象者

　各項欝梱互問の相関係数の大小，正及び負となる相関係数の出現の様稲は，男女周で若

干異なっているが，統計酌に有意な相関はかなり多く，全橿関係数（36個）のうち男女と

も18個の有意な根関係数が認められた。すなわち形態及び機能等は互いに制約しあって
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いることが観察された。たとえば各項目と有意な相関を多く示したものは，男女とも共通

して乎均握力，体重があげられる。特に体重は男女ともBMI及び脂肪率の閲にいずれも大

きい正の絹関，平均握力との問にも有意な正の相閣が認められた。体重と握力との関連性

は運動選手においても認められているものの31，本学学生では男女とも体重が脂肪率と有

意な正の相関を認め，かつ踏み台昇降（持久牲運動）と有意な負の稽関を示している点が

注穏される。

　EEue度と身体的特性について検討した報皆によると’8），肥満度を皮下脂肪摩法によって

判定した場合，肥満者ほど反復横跳び，垂直跳び，踏み台昇降は劣り，背筋力や握力及び

体重は大きい値であった，という男子学生の結果に対して，今罰の測定対象には肥満者が

非常に少ないにも関わらず男女とも詞様の傾向を追認することになった。

　しかし，最大筋力に関連する因子として，筋線維やその種別，断爾積，大脳の興奮水準

等があげられ，それぞれの影響の現れ方は運動を続ける期間によって稲違することが指摘

され1°）23＞24》，ヒトの骨格筋は男子では体重の42％，女子では男子の値の85％を占めてい

る15）ことを考えると，本学学生の場合，体重と他の項霞との関係において，殊に脂肪率と

正の根関関係および踏み台昇降と負の相関関係が闘題になる。すなわち体重の影響が健康

的な身体づくりに対してマイナス釣な関係を現していることになり，E頃の運動不足を反

映しているのではないかと判断される。

　表6及び図4は男女別運動群の形態及び機能の推移をかかげている。すなわち1990年

と翌年の1回隈の瀾定結果で，運動群の区分は問診票の総合評億とアドバイスに表示され

た「健康づくりに必要なエネルギー量と現在行っているスポーツのエネルギー量の出納結

果」を用いて，達成罠標のエネルギー量を1／2以上充たしている者とした。なお，運動

群は男子87名中　Se名（57．5％），女子170名中　72名（42．4％）であった。また図中の身長

はメートル未満の単位でかかげた。

表6　男子運動群の形態及び機能の推移

は　じ　め 1　年　欝

身　　長　cm 171．3±α2（3．6） 1713±6．1（3．5）

体　　重　k9 6a8士a8（1α9） 62．5坊8（9．4〉

BM王　指数 21．3±2．1（10。0） 21．0±1，6（7．6＞

楚台昇降　指数 59。3±93（15．7） 67ユ±12（1＆4＞鱗

平均握力　kg 43．6±5．9（13．6） 43．8±6．7（15．4）

反復横跳　剛数 46．5±4．8（10．4） 48．0止4．9（10．3）

立位前屈　cm 12．3±5．7（護6．4） 12．5±5．2（42．0）

合計判定点 1α8±20（185） 11．3±2．0（17，6）＊＊

数字：平均値土標準偏差，（〉二変動係数
はじめと1年興の比較：“p＜0．01，”’p＜O．OOI

1年後の推移をみると，機能面のほとんどの項冒において男女とも若干向上の傾向が認
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められるものの，平均値に有意な差が認められたのは，男子では踏み台昇降と合計判定点，

女子では踏み台昇降と反復横跳に過ぎなかった。

70
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0

　　　　　讐響讐蕃艦

図4　女子運動の形態及び機能の鑑移

初園
年翼

　なお，全対象の同様の結果（表示は省略）では1年後の平均値に有意な向上をした項隈

は男女とも踏み台昇降みのであった。

　本学学生を対象にした機能水準に及ぼす要困を検討した報告19）によると，男子では運動

の実施状況，高校のスポーツ歴，身長，栄養の摂取バランス，体重の順，女子では年齢，

朝食の摂取状況，運動の実施状況，身長，栄養の摂取バランスの順に関連していること，

機能水準や運動の実施状況，スポーツ歴等は健康意識にも影響していること，あるいは連

続3日闘調査した1日当たりの身体活動量は男女とも1日の食事國数とも拮抗してい

る2ω21｝ことなどを考えると，さまざまライフスタイルが複雑に影響しあっていることにな

り，ただ単にスポーツだけに止まらず，より多くの好ましい生活習慣を確立することが重

要であるといえよう。

　以上，本学学生の身体的特性について検討したところ，男女とも老化に属する者が60－

70％を占め，形態とその機能とにアンバランスな状態が認められ，この傾向は近年著しい

ことが明らかになった。殊にスポーツを行っても良好な機能に変容できていないことを考

えると，腱康日本21（21世紀における国民の健康づくり対策）」，すなわち栄養食生活，

身体活動・運動，休養・こころの健康，たばこ・アルコール，歯の健康，成人病に及ぶ広

範で，かつ緻密な向こう10年問の達成厨標をかかげた基本戦略のように，好ましい生活習

慣をより多く確立するための生活の実態を考慮した指導が必要ではなかろうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　と　め

1990年と1999年の体力テストを比較検討したところ，以下の結果を得た。なお，対象は

1990年では男子87名，女子賀0名，1999年ではそれぞれ67名，127名であった。
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　1）形態及び機能の1990年と1999年との比較では，男女の踏み台昇降と反復横跳び，

女子の合講判定点の平均値に有意な差が認められた。すなわち1999年において男女の反

復横跳びと女子の合計判定点は低下し，男女の踏み台昇降は向上していることが判明し

た。

　2）各測定項目の五段階評価を加算平均した総合判定によると，F老化」に属する者が爾

年の男女に60－70％認められた。

　3）五段階評価の「1：劣る」が最も多く認められたのは，男女とも握力があげられ，

1999年の男子は34．3％，女子は42．6％を占めた。

　4）体脂肪率からみた肥満度において「痩せ」に属する者が男女とも多く，男子74．6％，

女子68．5％にもなる。これに対して「肥満」者は男女とも約12％であったが，隠れ肥満に

判定される者が男子では皆無で，女子では53．3％認められた。

　5）全対象について各測定項冒等の相互間の根関関係を検討すると，男女とも統計的に

有意な相関係数が多く認められ，各項目が互いに影響していることが観察された。

特に体重は男女とも脂肪率及び握力と正の有意な関係を示し，踏み台昇降に負の有意な関

係が認められた。

　6）同一対象について形態及び機能を1年後に比較した場合，男女とも各測定項澤に著

しい変動は認められなかった。

　なお，体力テストに関係したのは1990年では教室員（当時：鳴川六司，沖本昭子）と非

常勤講師，平木宏児，中井誠一，平木洋子，東由喜子，西村和恵，花原節子，荒井敏江，

1999年では辻　忠，小松敏彦の教室員，藤松典子非常勤講師の先生方であった。
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